
市民への農業体験学習の場の提供 

地域で支える体験活動 工夫をこらした米作り体験学習 

西尾市内小学校全18校を対象に、教諭、地域
農業協力者、地域住民、ＰＴＡの協力を得て
米づくり体験学習を実施し、田植え、かかし
づくり、稲刈り、収穫祭を行っています。田
んぼアートや泥リンピック、観察記録、バケ
ツ稲との比較等、工夫をこらし独自の取組を
展開しています。収穫祭では、もちつきを主
に、箱寿司、押し寿司等、郷土料理、食文化
についても学ぶことができます。 

主活動の米作り体験学習は、毎年３月に、全
小学校教諭、地域農業協力者、行政関係機関
（東海農政局、愛知県、西尾市）が集まり、
意見交換会を実施し、感想や改善点を共有し、
次年度の取組に反映するなど、地域ぐるみで
継続できる体制が確立されています。体験活
動を支える地域の協力者にとっても、子供た
ちとの交流は大きな励みとなっています。 

小中学校での野菜作り体験学習、西尾市民親
子を対象とした日曜学校、県域団体と連携し
た米作り、JA各部会の行事（よいきゅうりの
日、愛知県産小麦でうどん作り等）を開催し、
市民に農業体験学習の場を広く提供し、農業
に対する理解促進に努めています。 

教育関係者･事業者部門
《農林漁業者等》   農林水産大臣賞 

西三河農業協同組合  (愛知県) 活動期間 11年 

「食」と「農」に対する理解促進のため、地域ぐるみで 
豊かな心を育む食育活動 

田植え体験 

よいきゅうりの日 

かかしづくり体験 

地域農業発展のために 
尽力すること、地域に 
安全・安心な食料を提 
供することとあわせ、 
『食の大切さ』を地域 
に伝えることはＪＡに 
とって重要な使命です。 
我々ＪＡは今後とも、食の安全・安心に留意
し、高品質の米や麦・大豆、野菜等の食料を
地域に届けていきます。地域の皆様にはぜひ
地元の農作物をご利用いただき、豊かな食生
活に役立てていただきたいと思います。 

西三河農業協同組合  代表理事組合長  
名倉 正裕 
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